
ゼロ災3か月運動のはじまり
昭和59年の休業4日以上の労働災害が5,560人（対前年
93人増）、死亡者数が46人（対前年13人増）となった
ことから、労働災害を減少させる取組として、「点」と
しての安全大会ではなく、「線」としての⾏事を考えた
らどうかという当局職員の発案で始まった。
「労働災害ゼロ」だけでなく「労働者の健康確保」も目標
としている。
第1回は、昭和60年10⽉〜12⽉の期間を対象として「３カ⽉
無災害運動」として実施した。
（初回の取組結果）
参加申込み事業場数 3,314
無災害達成事業場 2,448
達成率 73.9％

・第１回から現在へ続いているシンボルマーク（左上）は、
「柳に⾶びつく蛙」をイメージ。

現在おなじみとなっている「蛙」は、当時の当局職員が、平安中期の書道家小野東風の
故事「柳に⾶びつく蛙」が「失敗しても何度でもチャレンジする」ことを現していることから、
達成が難しい「労働災害ゼロ」につながるものであるとイメージし、蛙が安全帽をかぶった
絵を描いたもの。

・蛙の置物（右上）は、「無事帰る（蛙）」をイメージ
お腹に「ゼロ災害 無事家庭に帰る（蛙）」と記載した清水焼の置物も製作。

・蛙を描いたステッカー、ポスターは、現在も京都労働安全衛生関係団体等連絡
協議会において販売されている。（蛙の置物は平成元年まで販売された。）

・取組のスタートは、華々しいセレモニーが開催された。

初日は京都商工会議所のホール
において、「職場の安全衛生・
京都の祭典」が開催され、京都
労働基準局から商工会議所ビル
まで、京都市消防局の音楽隊を
先頭に約200人によるパレードが
⾏われた。
また、前述の祭典においては、

「無災害宣⾔」や若⼿漫才師による「安全漫才」が⾏われた
ほか、別室では保護具等の展⽰も⾏われた。
（「京都労働基準局50年誌」より）

（第1回シンボルマーク）

（第35回シンボルマーク）

（「無事カエル」は清水焼）

京の地で受け継がれる安全と健康（取組1）

・

・

・



京の地で受け継がれる安全と健康（取組2）

回数 年度 参加事業場数 達成事業場数 達成率（％）
２５ 平成２１年度 ２，４１５ ２，２８５ ９４．６

２６ 平成２２年度 ２，６３０ ２，４８０ ９４．６

２７ 平成２３年度 ２，６３３ ２，４９７ ９４．３

２８ 平成２４年度 ２，６３７ ２，４８１ ９４．８

２９ 平成２５年度 ２，７６１ ２，６００ ９４．２

３０ 平成２６年度 ３，１４２ ２，９３９ ９３．５

３１ 平成２７年度 ２，７７９ ２，６３９ ９５．０

３２ 平成２８年度 ２，６７０ ２，５４０ ９５．１

３３ 平成２９年度 ２，５９２ ２，４７５ ９５．５

３４ 平成３０年度 ２，５６２ ２，４５９ ９６．０

３５ 令和元年度 ２，４１８ （集計中） （集計中）

第１回（昭和60年） ３カ月無災害運動
第２回（昭和61年） ゼロ災害全員参加100日運動
第３回（昭和62年〜平成元年）職場も家庭もゼロ災３カ月運動

当時、家庭災害の年間死亡者が6,000〜10,000人と言われていた状況を職場
での災害と共にとらえ、職場の災害も家庭の災害も相関連することを認識し
一歩踏み入れた労働災害防止活動となった。

第６回（平成2年〜4年） 京都職場も家庭もゼロ災3・9運動
５年間続いた無災害運動に加え「安全衛⽣計画」を導入し定着させることを
目的とした３か月と９か月の新しい運動を展開
・３か月運動…３か月間の災害ゼロと安全衛⽣計画を樹⽴・達成させる。
・９か月運動…９か月間の災害減少目標と安全衛⽣計画を樹⽴・達成させる。

第９回（平成5年） 職場も家庭もゼロ災３か月運動
第10回（平成6年） 京都ゼロ災３か月運動・10周年
第11回（平成7年〜現在） 京都ゼロ災３か月運動

ゼロ災3か月運動の名称の変遷

ゼロ災3か月運動の近年の取組状況


